
11301機械（精密機械を除く）器具製造業における死傷災害事例(最大99事例まで)（2020年）

No 年 月

発

生

時

死傷災害事例
年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労働

者規

模

1 2020 1

15

～

16

部品のバリ取りを立ち作業で加工中、右荷箱から加工前の部品を

取り出し、外面取り作業をして左荷箱に加工後の部品を入れよう

としたとき、2段積みにしていた左荷箱を引っ掛け、2段目の荷箱

が左足に落ちて骨折した。

60 4 611
50～

99

2 2020 1

18

～

19

工場でトラックの荷降ろしをする際、トラックのサイドのアオリ

を下ろしたところ、載せていた道具（バール：長さ1.2m、直径3

㎝、重さ5㎏ほど）が右足に落ちてきて、右足指の付け根を骨折し

た。

20 4 364 1～9

3 2020 1

10

～

11

クリーンルーム内にて、チューブ専用カッターでチューブ切断

中、チューブが途中で詰まり指で押し出そうとしたところ、カッ

ターのハンドルを下に押してしまい、左示指に挫創を負った。

43 8 169 1～9

4 2020 1

8

～

9

工場内のショットエリアで、ホイストクレーンを使ってスティッ

クを吊り上げていた。その際、外れ止め付きの吊具を使用せず、

簡易的な吊具を使用したため、右側に移動させたときに吊具から

スティックが外れて落下した。跳ね返ったスティックが胸に当た

り、左肋骨を折り、外傷性血胸を負った。

47 4 211

100

～

299

5 2020 1

15

～

16

岸壁に係留された船舶内で定期検査をしていたとき、シリンダー

ライダーをエンジンに取り付けようとした。左手で部品を押さ

え、右手に持ったハンマーで叩いていたところ、左手を叩いて人

差し指を骨折した。

26 7 364 1～9

11 工場で、溶接作業中、物をチェーンで引っ掛け斜めに立掛けた状
30～



6 2020 1 ～

12

態で溶接をした際、チェーンが抜け倒れた。その際、右手中指、

薬指を挟み骨折した。

56 5 372
49

7 2020 1

13

～

14

工場内で、バルブの作業補助中、部品を外した際、部品が落下し

て間に手が挟まれた。このとき、右掌に裂傷、右手甲に打撲を

負った。

29 7 521
50～

99

8 2020 1

17

～

18

工場内ピット付近で、パイプ（重さ約300kg）をクレーンで吊り、

フレームに挿入する作業中、吊っていたパイプが横ブレし、フ

レームに衝突したときに、右手小指第1関節骨折した。

45 7 211
30～

49

9 2020 1

16

～

17

大型旋盤で、外径から内径加工への段取り替え時、刃物取り付け

用部品（約6㎏）をスリング（巾25×2mナイロン製）で吊って機

上に仮置きした。スリングを外して体勢を変えようと足を出した

際、機下へ投下したつもりのスリングに引っ掛かり、高さ75㎝の

旋盤機上から落下し、左側頭部裂傷、腰椎骨折を負った。

68 1 521
30～

49

10 2020 2

8

～

9

工場構内でタンク（φ3000/H2350、W2700）の積み込み作業中、

テーリングラグに玉掛けをするためタンク側板にはしごを掛けて

上がったところ、はしごが滑ってはしごごと墜落し、両踵骨を挫

傷し、左腸骨に打撲を負った。

40 1 371
30～

49

11 2020 2

10

～

11

高さ750㎜、全3段の作業台の3段目に上って、ガスバーナーで予熱

作業をしていた。作業終了後、作業台から下りようと2段目に足を

掛けたところ、作業台の脚の1本が地面に設置してあるレールの溝

にはまり、台が傾いたため、バランスを崩し、2段目（高さ500

㎜）から飛び下りた。その際、左足から着地し、前かがみの姿勢

となり、腰部と左股関節を捻挫した。

50 3 371

300

～

499

12 2020 2

14

～

15

組立ラインで完成品の検査中、作業油タンクのエアブリーダーか

ら、引火した作動油が噴出した。消火器で直ちに消火したが、消

火剤を吸い込んで遷延性咳嗽を引き起こした。

30 12 519 ―

13 2020 2

20

～

工場で、機械の洗浄中、部品を機械から外したときに、クランプ

が落下したため片手でクランプを拾った。その際、バランスを崩 41 4 521

100

～



21 し落下し、右拇趾末節骨を折った。 299

14 2020 2

15

～

16

作業場で、溝入れ加工機械で材料投入中、右手人差し指をバイス

と材料に挟まれ骨折した。
50 7 159 1～9

15 2020 2

10

～

11

旋盤の刃物台に付いている工具を外す作業中、レンチが硬く、左

手で叩いた際、左手が滑り工具と接触し、左手に裂傷を負った。
35 3 364

30～

49

16 2020 2

10

～

11

倉庫でケーブルを肩に担いで移動中、床に置いてあった別のケー

ブルを踏み、左足をひねり、右手を床についた。その際、左足首

を捻挫、右手首を打撲した。

54 19 529 1～9

17 2020 2

3

～

4

数日前より頭痛があったが、パソコン操作の時間が長かったた

め、肩こりからくるものと思っていた。深夜、自宅で倒れ込み、

クモ膜下出血を発症した。

49 90 921
10～

29

18 2020 2

16

～

17

工場内にてはしごで中二階に上がっている際、はしごが外れて落

下途中で、はしごを立て掛けていたチャンネルで左胸を強打して

骨折した。

39 1 371 1～9

19 2020 2

5

～

6

積まれた箱の中から製品を取り出す際、上部に積まれていた箱が

ずれ、箱の縁と角に挟み、左拇指打撲傷を負った。
39 7 611

50～

99

20 2020 3

9

～

10

工場内でマシニング（ステンレスを削る機械）の後方に回り、き

りこを確認中、滑って転倒し、右手掌をマシニングについて切傷

を負った。

21 2 416
10～

29

21 2020 3

11

～

12

工場の溶接作業場で製品溶接を行っていた際、作業台を回転させ

たところ、溶けた鉄が落下し、安全靴の隙間から進入して、右足

下部に火傷を負った。

40 11 715
10～

29

22 2020 3

13

～

工場内で、はしごに上がって修理をしていたとき、バランスを崩

してはしごが倒れた。その際、約2mの高さからコンクリート床に 45 1 371
10～

29



14 落下し、右手首を骨折した。

23 2020 3

9

～

10

工場内で、60tプレスブレーキで作業中、ペダルスイッチを踏んだ

際、左親指を挟み骨折した。
62 7 154

50～

99

24 2020 3

14

～

15

脚立（高さ1.5m）に乗り、遠心分離機のモーターのボルトをメガ

ネレンチで締め付けているとき、メガネレンチの先端がボルトか

ら外れてしまい、そのまま後ろへ倒れる形となって脚立から落下

した。その際、腰と左手首を強打して、左手首は?離骨折し、腰は

打撲した。

21 1 371
10～

29

25 2020 3

8

～

9

グラインダーで治具の手入れを行っていたところ、グラインダー

の位置がずれて左手の手袋（布製）を巻き込み、左手に裂傷を

負った。

21 8 153

100

～

299

26 2020 3

18

～

19

工場の溶接場で、クレーン作業中、溶接を完了した油圧シリン

ダー（重量約80kg）が高さ1m40㎝の吊りスリングから滑り落下

し、バウンドして右足甲に当たり、骨折した。

35 4 211
50～

99

27 2020 3

17

～

18

店舗内で、ボールを洗うためポットのお湯を入れようとした際、

手が滑って熱湯が両手首・両足にかかり火傷を負った。
21 11 529

100

～

299

28 2020 4

13

～

14

昼休み時間に昼食を終え、散歩に行くため2階より前方の同僚と会

話をしながら階段を下りていた際、一段踏み外して転倒し、床面

に左肩を強打して骨折した。

60 1 413

300

～

499

29 2020 4

13

～

14

工場で、ベビーサンダーを使って鋼板の切断面のケレン作業をし

ていたとき、鋼板を左足甲へ落として打撲傷を負った。
19 4 521

30～

49

30 2020 4

9

～

10

工場内で、シャーリングマシンで鉄板を切る際に右手中指を切断

した。
41 8 156

10～

29



31 2020 4

4

～

5

工場で、帰宅するため消灯し、暗い中を歩いているところ、足下

との段差（約3㎝）に乗りバランスを崩して足をひねり、左足首靭

帯を損傷した。

50 19 417
50～

99

32 2020 4

11

～

12

工場内で、金属製の枠を製作中、クレーンで吊り上げた際、台と

枠の間に左手薬指を挟み粉砕骨折した。
38 7 391

10～

29

33 2020 4

11

～

12

工場で、ベアリングの入った鉄製運搬車（全体重量約300kg、キャ

スター付）を移動させようと、運搬車の上部（高さ約70㎝）中央

を両手で持ち、手前に引っ張った。その際、手袋に油が付着して

いたため手が滑り、反動で運搬車から手が外れたことで後方に倒

れ、コンクリート製の床に臀部を打ち腰椎を圧迫骨折した。

69 2 362
50～

99

34 2020 4

7

～

8

工場で、同作業場の作業者がPCR検査を受け陽性判定となった。被

災労働者は濃厚接触者であるため、保健所の指導のもとPCR検査を

実施したところ陽性判定となった。

59 90 911

1000

～

9999

35 2020 4

7

～

8

工場に勤務中、発熱してPCR検査を受けたところ陽性判定となっ

た。
37 90 911

1000

～

9999

36 2020 4

16

～

17

造船所内で、簡易リフトの主ロープおよびメインシーブの交換作

業後、カゴを上部のマシンビームに吊具で固定していたが、ワイ

ヤークリップからワイヤーが滑り抜け、カゴが落下して、右腰骨

折、打撲等を負った。

55 1 214
10～

29

37 2020 4

14

～

15

コンベヤより流れてくる筍の皮を、ラセンコンベヤ落とし口に入

れる際、手を入れて巻き込まれ胸腹部挫滅で死亡した。
72 7 224 1～9

38 2020 4

19

～

20

工場内で、加工中の製品を取ろうと棚カゴを近くに持って行った

際、顔に切削油が掛かり、避けようとして体が動いてしまい手が

工具に接触し、右手中指を骨折した。

28 7 151
50～

99



39 2020 5

9

～

10

工場内でクレーンの整備作業中、シーブをクレーンが届かない場

所まで転がして運び、次のものを運ぼうと両手を離したところ、

シーブが左足甲に落下し打撲した。

23 5 521
10～

29

40 2020 5

13

～

14

溶接工場内で、グラインダーを使用して仕上げ作業中、添えてい

た左手にグラインダーの刃が接触し、中指に裂傷を負った。
45 8 153

50～

99

41 2020 5

9

～

10

工場内で、NC旋盤の清掃作業中、汚れた油を捨てに行こうとオイ

ル缶を両手でかがんで持ち上げた際、急性腰痛症を発症した。
30 19 921

10～

29

42 2020 5

11

～

12

工場内で、重さ80kgの品物をワイヤーを使ってクレーンで吊り下

げていた際、フックからワイヤーが外れて品物が倒れ、左足の甲

に落ちて骨折した。

49 4 372
10～

29

43 2020 5

21

～

22

NC旋盤で金属部品（ワーク）を加工後、金属板（治具）で固定し

ていたワークを取り出すために、六角レンチを治具のネジ穴に差

し込み、ネジを回したところ、レンチが外れ、体勢が崩れ、左手

人差し指が治具のエッジに当たり裂傷を負った。

39 3 364
30～

49

44 2020 5

14

～

15

工場内で、機械を作動させた状態でメンテナンス中、回転してい

る軸にペーパーヤスリをかけていた際、軍手が引っ掛かって左手

が巻き込まれ、指を切断した。

39 7 152 1～9

45 2020 5

13

～

14

工場内で、機械サイドフレームのボルトが締められているか、確

認していた際、手が滑って1m下に落下し、腰椎と左肘を骨折し

た。

49 1 159
10～

29

46 2020 5

15

～

16

工場内で、鋼材を台車に載せて運搬中、道路の段差でバランスを

崩し、支えようと踏ん張ったが鋼材とともに転倒し、左足首に靭

帯損傷を負った。

37 6 362 1～9

9

工場棟内事務所内で、キャビネット（w900×D450×H1120/重量

38.5㎏）を壁際より2名で手前に移動し、ベース（土台）取り付け 1000



47 2020 6 ～

10

作業を行った。その後、キャビネットを壁際に戻すとき、キャビ

ネット内に潜り込み持ち上げ少し移動させた際、腰を痛め、第一

腰椎圧迫骨折を負った。

57 19 921 ～

9999

48 2020 6

15

～

16

敷地内にある廃棄ごみコンテナ置き場で、ごみ箱のごみをコンテ

ナ（高さ120㎝）の中に捨てようとした際、ごみ箱の蓋がコンテナ

の中に落下した。その際、身を乗り出して蓋を取り出そうとした

ときに、体ごとコンテナの中に落下し、左大腿骨を強打し、左大

腿骨を折った。

43 1 611

100

～

299

49 2020 6

11

～

12

船舶クレーン修理中、クレーン天井蓋を陸上のラフタークレーン

にて取り外し作業中、左手人差し指に創傷を負った。
20 8 372 1～9

50 2020 6

13

～

14

粉砕テーブル中子をセットするため、中子（4.3t）をクレーンで吊

り上げて90度起こす際、地切時に荷が振れたので手で止めようと

したが止めきれず、粉砕テーブル中子と金枠の間に挟まれ、骨盤

と背骨を折った。

24 6 211
50～

99

51 2020 6

16

～

17

工場内でボール盤のドリル交換作業中（ボール盤は主電源が入り

状態でも回転停止しており、ハンドルを下げると回転する）、ド

リル交換時は主電源を切るべきところ忘れた。そのため、回転停

止状態でドリルファスナーを取り外すときに手の力で下げた際、

ハンドルを下げたときと同じ状態となり、ドリルが回転し作業服

の左袖が巻き込まれ、左前腕部を骨折した。

38 7 152
10～

29

52 2020 6

17

～

18

高速道路上り線で、機械納品の帰路、2tトラックで走行車線を走行

中、左スリップして左側道のガードレールに衝突し、反動で中央

分離帯に当たった。その際、右第3指中手骨と左第8肋骨を折っ

た。

49 17 221 1～9

53 2020 6

20

～

水封テスト装置修理のため、ワークをクランプした状態でエア

リークテスト機の水槽内で作業をしていた。その際、エアー漏れ

部を右手で触っているときに、テスト終了ボタンを腹部で押し 45 7 169

500

～



21 て、テスト中のワークが上昇してアンクランプして右手をテスト

装置に挟まれて骨折した。

999

54 2020 6

15

～

16

仮設足場（高さ1.55m）上で、2人で電動ドリルを使用して穴加工

を行っていた。途中でドリルの刃が架台に?み込み本体が揺れて落

下しそうになったため、操作ハンドルを離して手を引いた際、バ

ランスを崩して足場から転落し右手首を骨折した。安全帯のフッ

クを掛け忘れていた。

30 1 411
10～

29

55 2020 6

13

～

14

煙突筒身製作現場で、2人組で足場を解体していた際、通常はク

レーンで荷を効かせてから横の足場との縁を切るところ、この日

は荷を効かせる前に縁を切ったため、3段目にいた被災者が足場と

一緒に倒れて軸椎（首）を骨折した。

25 1 411
10～

29

56 2020 6

10

～

11

会社内で、重量のある台板を抱えて移動させようとした際、バラ

ンスを崩して左中殿筋挫傷を負った。
63 19 611 1～9

57 2020 7

17

～

18

会社工場内で次の塗装作業準備中に、一斗缶の切り口を両手で持

ち、手前に引っ張った際、左手が滑り、左中指に神経損傷を負っ

た。

41 8 611
10～

29

58 2020 7

14

～

15

事業所工場で鏡板のひも出し作業中、鏡板をひも出し機にセット

する際、鏡板を持ち上げたとき、腰に激痛が走った。
61 19 312

10～

29

59 2020 7

11

～

12

社内の作業場にて、溶接作業中に必要な重い物を持ち上げたと

き、不安定な体勢となり腰に激痛が走って、腰部脊柱管狭さく症

を発症した。

44 19 611
10～

29

60 2020 7

15

～

16

ブロー成型機の射出型締め装置のリンク部を組み直す際、リンク

のはめ合いが固かったので、ハンマーで叩いて穴の位置を調整し

ようとした。その際、穴に指を入れて誤差を確認していたとこ

ろ、急にリンクが動き、左手中指を切断した。

61 7 159
50～

99



61 2020 7

9

～

10

カゴ台車をトラックに積み込む作業中、カゴ台車をパワーゲート

に載せるため、振動でカゴ台車の安全バーが外れ、右手小指に当

たり骨折した。

62 6 362

500

～

999

62 2020 7

11

～

12

工場内で、鉄板（30×1520×3850）をハッカー（カギ）で吊り上

げ、鉄板の下面の切り屑を掃除した際、鉄板のバランスが崩れ落

下し、鉄板に挟まれ骨盤を折った。

30 4 372 1～9

63 2020 7

13

～

14

工場内で、サンダーで鉄製の製品を削っていたとき、力を入れ過

ぎてしまいサンダーの刃が跳ね返って、左母指の神経を断裂し

た。

62 8 153
10～

29

64 2020 7

8

～

9

工場内で作業中、工具を取りに行く際、足下にあった鋼材に気付

かず左膝を打撲した。
41 3 521

10～

29

65 2020 8

9

～

10

工場1階で、客先向けオーブンの対流ダンパーの回転ベースを製作

中に、ベンダーで部品の曲げ加工をする際、1か所曲げが甘くなっ

てしまい、逆側から曲げようと思い、安全装置を切り、手を挟ま

ないか確認して曲げようとした。そのとき、確認時よりも手が内

側に入っていることに気付かず手を挟み、左舟状骨・有鈎骨を

折った。

26 7 154
10～

29

66 2020 8

9

～

10

加工スペースで、3Dプリンターから固定されていない台の上に

載っていた造形物を金属のへら（スクレイパー）を使って取り外

すとき、勢い余って手袋をしていない、左手の親指の付け根にへ

らが刺さり、左手橈骨神経断裂を負った。

29 8 364 ―

67 2020 8

9

～

10

工場内のNC機械で加工作業中、意識を失い倒れ、台車上の荷物に

右脇腹と右額を打った。その際、熱中症を発症し、右額部と右脇

腹に打撲を負った。

63 11 715 1～9

68 2020 8

10

～

11

工場内で、前方からフォークリフトがバックしていることに気付

かず、後輪タイヤに右足先を踏まれ、右足内果、右腓骨を折っ

た。

61 6 222
50～

99



69 2020 8

16

～

17

油圧バイスに材料を載せて固定するボタンを押した際、材料と一

緒に左手人差し指を挟んで挫滅創を負った。
51 7 159 1～9

70 2020 8

10

～

11

建設機械の組み立てラインで、フロントアクスル（2958kg）の搭

載作業を単独で行っていたところ、締結ボルトを左右12本インパ

クトレンチで仮締め後、吊り具を外した。車体右側のボルト1本を

残しすべてのナットを外し、何かの理由でフロントアクスルが落

下し、床とアクスルの間に挟まれ、肺挫傷・肩甲骨・肋骨・胸

骨・首を折った。

38 7 521

500

～

999

71 2020 8

9

～

10

工場内で、部品を小パレットに収め、ビニールを被せ、次の作業

に移動しようとしたとき、ビニールに右足が引っ掛かり転倒し、

右肩を捻挫した。

55 2 417
10～

29

72 2020 8

15

～

16

台車のレイアウト変更時、2人作業で掛け時計を外していた。1人

はフレームを支え、もう1人がフレームの連結部分を外していた

ら、約1㎏ある時計が落下し、台車と時計に挟まれる形で右手薬指

を骨折した。

45 4 521
50～

99

73 2020 9

9

～

10

300㎜×100㎜×9㎜の材料を万力に挟み、大グラインダーで仕上げ

をした後、万力から外し、バリ仕上げを行うため小グラインダー

に持ち替え、材料を左手で押さえてグラインダーを移動させた際

に、左手親指に当たり、伸筋腱断裂を負った。

39 8 153

100

～

299

74 2020 9

16

～

17

工場内加工機械設置場所で、足を滑らせ左手首を機械に強打した

際、左手首を骨折した。
47 2 417

10～

29

75 2020 9

8

～

9

工場入口で、資材（電気ケーブル、20㎏）を車両から降ろし、台

車へ載せようと受け取った際、腰を圧迫骨折した。
48 19 921

10～

29

9 工場で、モーター組立準備作業中、ローター（70㎝、41㎏）を段
10～



76 2020 9 ～

10

ボール箱（80×70×120㎝）から取り出し、膝を曲げず上半身の曲

げ伸ばしをした際、腰椎捻挫、右肋骨を折った（疑い）。

21 19 521
29

77 2020 9

11

～

12

工場で、グラインダー手入れ作業のため、ワークを作業台に載

せ、前後1人ずつで移動させていたところ、床面の割れ目にキャス

ターがはまり、作業台が転倒し、右足の上にワークが落下し右足

の指を骨折した。安全帯を着用していたが、ワークが当たり、鋼

製失芯部自体が変形した。

32 4 362 1～9

78 2020 9

11

～

12

構内4階の廊下で、食堂へ向かっていたところ、雨水で濡れていた

箇所で左足が滑り、開脚状態で右膝を強く廊下に打ち付け、右膝

蓋骨を折った。

41 2 417

1000

～

9999

79 2020 9

16

～

17

口元分岐管の仮合わせ後、枝管周りの床面を清掃しようとして、

床に放置されていたエアホース等でつまずき転倒した。その際、

枝管固定用の治具に右脇腹にぶつけ、肋骨を3本折った。

75 2 417

100

～

299

80 2020 10

14

～

15

設備の組み立て作業中、組み上げ前に付け忘れたパッキンを付け

るため、高さ1,100㎜の作業脚立から設備（1,950㎜）上部に移っ

て付けた後、作業脚立に移ろうと足を掛けようとした。その際、

脚立から足を踏み外し、右膝と左足関節を脚立へぶつけ、反動で

床面へ仰向けで落下し、頚椎捻挫、腰部挫傷、右膝関節挫傷、左

足関節挫傷を負った。

61 1 371

100

～

299

81 2020 10

13

～

14

発電機積み込みの際、荷振れが発生し、押さえようと手を出し

て、発電機と発電機の間に右手人差し指を挟まれ、骨折した。
53 7 211

10～

29

82 2020 10

13

～

14

プレス加工機で曲げ加工を行っているとき、1回曲げて完成の製品

を2回曲げてしまい、間違いに気付き曲げている最中に抜こうとし

て、指を上型と製品の先端に入れてしまい、右手人差し指先端を

開放骨折した。

26 7 154
30～

49

13
工場でコンベアを組み立てる際、作業台に載せた鋼材が落ちそう

になり、押さえようとして手を出した。その際、バリ取りがされ



83 2020 10 ～

14
ていない金属カバーに接触し、右手薬指を骨折して裂傷を負っ

た。

26 8 521 1～9

84 2020 10

12

～

13

工場で、自動化ラインの段取りステーションで作業中、一時停止

されておらず、ロボットが動作し、ロボットアームとエアブロー

装置に頭を挟んだ。その際、ヘルメットを着用しておらず、頭蓋

骨、左頬骨を折り、左足を負傷した。

28 7 167
50～

99

85 2020 10

11

～

12

倉庫前スロープで、包装機械を搬入作業中、機械のキャスターの

動きが悪く引っ掛かり、包装機が斜めになり、バランスを崩し

て、機械が横倒しとなり、重さに耐えきれず転倒した。その際、

機械の間に足が挟まれ、左膝蓋骨を折った。

71 7 169 1～9

86 2020 10

11

～

12

工場内で、鉄板切断機を使用し作業中、フットスイッチを踏み込

んだ際、刃が下り、左手薬指と中指の先端を切断した。
28 8 156

10～

29

87 2020 10

15

～

16

工場の外園で雑木伐採作業中、伐採しようと枝に足を掛けたとこ

ろ、ミシッという音がしたので、慌てて違う枝へ移ろうとしたと

ころ、枝が折れ落下して、肘関節・上腕骨・橈骨に折った。

23 1 712
30～

49

88 2020 10

14

～

15

送風機のステンレス羽根を洗っていた際、羽根がバランスを崩し

て左足に落下し、第1、2趾を骨折した。
41 5 521

30～

49

89 2020 11

16

～

17

工場敷地内で橋梁箱桁上部に部材の仮置きをした後、脚立を下り

ようとしたところ、落下して左肩肩甲骨、左助骨を骨折および左

肩鎖関節を損傷した。

52 1 371

100

～

299

90 2020 11

11

～

12

工場内で移動式クレーン車ブーム（アーム）オーバーホール作業

中（ブーム組み立て作業中）、ブーム（アーム）内の伸縮シリン

ダ根元ピン穴位置を合わせるとき、バールを穴に入れ上下左右に

動かしていた。その際、突然バールが外れてその反動で車両フェ

ンダ高さ1.5mから転落し、左股関節を骨折（ヒビ）した。保護帽

28 1 364

100

～

299



を着用していた。

91 2020 11

13

～

14

工場内、研磨機で加工後製品を機械から下ろした後、機械を停止

させずテーブルを掃除しているとき、右手甲が回転中の砥石に当

たり、右2指伸筋腱断裂を負った。

25 8 153
10～

29

92 2020 11

0

～

1

工場内で、作業員が新型コロナウイルス感染者となり、一緒に作

業し、昼食を共にしていたため、PCR検査の結果、陽性判定とな

り、新型コロナウイルス感染症を発症した。

38 90 911 1～9

93 2020 11

10

～

11

工場作業中、H鋼（200㎜×200㎜×5m）を天井クレーンで移動し

ようと吊り上げたとき、右足に向かって荷ぶれして右足脛に当た

り裂傷を負った。

62 6 211
10～

29

94 2020 11

12

～

13

昼休憩後、作業机から立ち上がるとき、ブランケットが床に落ち

て、踏んだ際、滑って足をひねり転倒して、右足首を骨折した。
60 2 417

30～

49

95 2020 12

16

～

17

溶接工場内で、溶接作業台（長さ1500㎜×幅1000㎜×高さ300

㎜、重量1.5t）の移動設置を天井クレーンで2人作業中、受台と作

業台の間に右手親指の先端部を挟み裂傷を負った。

59 7 391
50～

99

96 2020 12

10

～

11

会社工場内で、紙やすりで旋盤加工仕上げ中、素手で作業すべき

ところを手袋をはめて作業をしたため、機械に右手親指を巻き込

まれ切断した。

65 8 151 1～9

97 2020 12

0

～

1

工場内で、多数新型コロナウイルスの感染者が発生し、業務で不

特定多数の接触があり、PCR検査を実施し、陽性判定となり、新型

コロナウイルス感染症を発症した。

61 90 911

100

～

299

98 2020 12

11

～

12

架構大組仮付け定盤上（床からの高さ410mm）を同僚と会話しな

がら歩行中、足を踏み外してバランスを崩し、定盤への階段ス

テップ角部に左足脛をぶつけ、化膿して蜂窩織炎を負った。

27 3 417

1000

～

9999

99 2020 12

17

～

工場の資材置場で、棚に置かれていたパレットの向きを調整して

いた際、踏み台（キャリー）から足を踏み外し、横にあった鉄製 41 1 371
30～

49



18 カゴの支柱に左脇腹を強打して、肋骨を折った。

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害事例(最大99事例まで)（2020年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202403_11.html
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